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外
国
人
受
入
れ
の
展
望
と
課
題

二
〇
一
〇
年
十
一
月
二
十
五
日

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長

政
策
委
員
長

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
す
る
外
国
人
は
極
力
受
入
れ
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
定
住
目
的
の
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
国
益
の

観
点
か
ら
選
択
的
に
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

外
国
人
高
度
人
材
を
優
先
的
に
受
け
入
れ
、
わ
が
国
に
滞
在
し
、
国

内
外
を
移
動
し
な
が
ら
自
由
に
活
動
で
き
る
諸
条
件
を
整
備
せ
よ
。

狭
義
の
不
熟
練
労
働
者
の
受
入
れ
は
今
後
と
も
慎
重
に
対
応
す
る
一

方
、
日
本
人
だ
け
で
は
供
給
困
難
な
職
種
を
特
定
し
て
、
そ
の
人
材

開
発
と
資
格
取
得
を
支
援
せ
よ
。

「
経
済
連
携
協
定
」
に
お
け
る
外
国
人
受
入
れ
条
項
の
条
件
の
柔
軟

化
を
図
る
と
と
も
に
、
就
労
を
認
め
る
分
野
を
順
次
拡
大
せ
よ
。

社
会
統
合
政
策
を
外
国
人
政
策
の
第
二
の
柱
と
し
、
国
と
自
治
体
が

連
携
す
る
効
果
的
な
実
施
体
制
を
確
立
せ
よ
。

日
本
語
能
力
を
持
た
な
い
外
国
人
に
対
し
、
地
域
に
お
け
る
日
本
語

学
習
の
機
会
を
保
障
す
る
体
制
を
整
備
せ
よ
。

秩
序
あ
る
労
働
者
受
入
れ
と
労
働
者
保
護
の
た
め
に
、「
外
国
人
雇

用
法
」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、二
国
間
「
労
働
協
定
」
を
締
結
せ
よ
。

「
社
会
保
障
協
定
」
の
締
結
を
促
進
し
、
国
内
外
を
移
動
す
る
日
本

人
及
び
外
国
人
に
配
慮
し
た
社
会
保
障
制
度
と
せ
よ
。

永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
の
付
与
は
、
憲
法
違
反
の
可
能
性
が

高
く
、
政
治
的
に
も
懸
念
を
抱
か
せ
る
要
素
が
あ
り
、
慎
重
な
議
論

が
必
要
と
考
え
る
。
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二
〇
〇
八
年
秋
の
世
界
経
済
危
機
で
深
く
傷
つ
い
た
欧
米
経
済
と

は
対
照
的
に
、
東
ア
ジ
ア
経
済
は
、
新
興
国
・
地
域
が
中
心
に
な
っ

て
域
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
再
編
し
な
が
ら
、
各

国
・
各
地
域
経
済
が
急
速
に
成
長
率
を
回
復
し
、
自
立
的
発
展
の
実

現
を
目
指
す
新
た
な
段
階
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
注
目
さ
れ
る
の

は
、
世
界
経
済
危
機
の
影
響
、
域
内
に
残
る
冷
戦
時
代
の
不
安
定
な

構
造
、
国
際
的
な
テ
ロ
の
懸
念
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
域
内
の
人
の
移

動
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
を
目

的
と
す
る
短
期
的
移
動
は
急
速
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
短
期
滞
在
外
国
人
だ
け
で
な
く
、

日
本
に
長
期
間
滞
在
す
る
外
国
人
も
、
ア
ジ

ア
出
身
者
を
中
心
に
、
二
〇
〇
九
年
末
現
在

で
、
そ
の
十
年
前
の
約
一
・
四
倍
に
あ
た
る
二

一
八
万
人
に
増
加
し
ま
し
た
。
外
国
人
の
定
住

化
が
進
展
し
、
永
住
権
を
有
す
る
者
は
、
既

に
九
四
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
仮
に
わ
が
国

の
外
国
人
受
入
れ
条
件
が
現
状
の
ま
ま
推
移
し

た
と
し
て
も
、
東
ア
ジ
ア
経
済
の
統
合
が
進
む

の
と
並
行
し
て
、
国
内
の
定
住
外
国
人
は
増
加

基
調
を
強
め
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
定
住
化
の
段
階
は
、
一
九
八
〇

年
代
半
ば
の
欧
州
諸
国
の
状
況
を
想
起
さ
せ

ま
す
。
当
時
の
欧
州
諸
国
は
「
多
文
化
主
義
」

へ
の
楽
観
論
が
支
配
的
で
あ
り
、
移
民
受
入
れ

に
は
寛
容
で
し
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代

に
な
る
と
、
地
域
社
会
の
な
か
に
相
互
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
な
い
異
文
化
集

団
や
ゲ
ッ
ト
ー
が
現
れ
、
不
法
移
民
も
増
大

し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
公
共
教
育
の
場

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
ブ
ル
カ
を
着
用
す
る
一
部

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
よ
っ
て
、
国
是
で
あ
る
政
教

分
離
原
則
が
脅
か
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
右

翼
政
党
が
反
発
す
る
な
ど
の
状
況
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
は
、
こ
の
よ
う
な
欧
州
の
経
験
か

ら
学
び
、
安
易
な
外
国
人
の
受
入
れ
が
、
受

入
れ
国
の
社
会
・
文
化
の
一
体
性
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
政
治
・
安
全
保
障
に
さ
え
も

緊
張
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
因
み
に
、
欧
州
へ
の
移
民
は
主

と
し
て
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
の
移
民
で
あ
り
、

欧
州
の
キ
リ
ス
ト
教
文
明
と
摩
擦
を
生
じ
て

い
ま
す
が
、
予
想
さ
れ
る
日
本
へ
の
移
民
の
大

き
な
部
分
は
、
古
い
歴
史
的
経
緯
を
も
つ
朝

鮮
半
島
出
身
者
に
加
え
、
巨
大
な
人
口
圧
力

を
抱
え
な
が
ら
大
国
と
し
て
台
頭
し
つ
つ
あ

る
中
国
か
ら
の
移
民
で
す
。
永
住
外
国
人
へ
の

地
方
参
政
権
付
与
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
憲
法
違
反
の
可
能
性
の
高
い
提
案
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
結
末
に
懸
念
を
抱

か
せ
る
要
素
が
あ
り
、
慎
重
な
議
論
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　
「
外
国
人
受
入
れ
」
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な

欧
州
の
経
験
か
ら
学
び
つ
つ
も
、
し
か
し
な

が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
か
ら
出
発
せ
ざ
る

を
得
な
い
今
日
の
日
本
の
現
実
は
、
日
本
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
経
済
の
な
か
で
生
き

残
り
、
成
長
す
る
東
ア
ジ
ア
経
済
と
の
一
体

性
や
相
乗
効
果
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
国

内
の
人
材
を
最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
も
、
基

本
的
に
外
国
人
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
現
実
で
す
。
問
わ
れ
る
べ
き
な

の
は
、
受
入
れ
の
可
否
で
は
な
く
、
受
入
れ

の
条
件
で
す
。
ど
の
よ
う
な
制
度
を
設
計
し
、

ど
の
よ
う
な
態
勢
を
整
備
し
て
、
外
国
人
を

受
け
入
れ
る
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
条
件
と
は
、
ど
の
よ
う
な
条

件
で
あ
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
一
九
九
〇

年
代
後
半
以
降
、
欧
州
諸
国
は
、
外
国
人
の

受
入
れ
は
、
移
民
送
り
出
し
国
や
移
民
自
身

の
希
望
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
受
入
れ
国
が
条

件
を
設
定
し
、
そ
の
条
件
に
よ
っ
て
選
択
す
べ

き
も
の
だ
と
し
て
、「
選
択
的
移
民
政
策
」
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
移
民
は
、
受
入
れ
国

社
会
へ
の
統
合
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
受

入
れ
国
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
者
に
限
る
と

の
原
則
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
受
入
れ
国

の
言
語
を
話
せ
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
が
国
も
、

こ
の
原
則
を
採
用
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

受
入
れ
国
言
語
の
習
得
に
つ
い
て
は
、
欧
州

諸
国
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
楽
観
的
な
「
多

文
化
主
義
」
の
失
敗
か
ら
学
び
、
ア
メ
リ
カ

や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
定
住
移
民
受
入
れ
国
の
経

験
も
踏
ま
え
て
、
外
国
人
の
た
め
の
受
入
れ

国
言
語
習
得
の
機
会
を
積
極
的
に
整
備
し
て

い
ま
す
。
外
国
人
に
よ
る
受
入
れ
国
言
語
の
習

得
は
、
受
入
れ
国
社
会
の
一
体
性
を
維
持
し
、

外
国
人
住
民
の
縁
辺
化
を
防
ぎ
、
貧
困
の
堆

積
や
治
安
の
悪
化
な
ど
の
社
会
的
費
用
の
発

生
を
抑
制
す
る
投
資
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

わ
が
国
は
、
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
、

国
内
市
場
の
力
強
い
成
長
が
見
込
め
な
い
だ

け
に
、
東
ア
ジ
ア
地
域
統
合
の
進
展
に
伴
う

域
内
人
材
の
開
発
や
域
内
人
材
の
秩
序
あ
る

移
動
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
と
日
本
を
つ
な
ぐ
人
材
を
確
保
す
る

た
め
、
優
秀
な
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
拡

大
と
そ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
が
必
要
で

す
。
地
域
活
性
化
を
目
指
す
自
治
体
で
は
、

日
系
人
や
技
能
実
習
生
に
限
ら
ず
、
地
域
の

持
続
的
発
展
を
支
え
る
外
国
人
労
働
者
と
家

族
の
受
入
れ
が
不
可
欠
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

十
八
歳
人
口
が
二
〇
一
七
年
以
降
、
現
在
の
一

三
〇
万
人
か
ら
一
一
〇
万
人
台
以
下
へ
と
急
減

す
る
う
え
、
大
都
市
へ
の
若
年
人
口
流
出
と

大
学
進
学
率
の
上
昇
が
続
く
結
果
、
地
方
都

市
に
お
い
て
は
、
若
年
層
を
中
心
に
人
口
減

少
が
加
速
す
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

国
内
で
就
労
す
る
外
国
人
が
配
偶
者
や
家

族
を
呼
び
寄
せ
る
な
ど
の
家
族
移
民
の
受
入

れ
の
保
障
も
重
要
で
す
。
現
状
で
は
、
わ
が

国
の
定
住
的
な
外
国
人
に
占
め
る
就
労
目
的

外
国
人
の
比
率
は
三
割
強
で
、
家
族
移
民
は

一
割
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
欧
米
諸

国
で
は
、
家
族
移
民
が
外
国
人
受
入
れ
の
過

半
を
占
め
て
い
ま
す
。
定
住
外
国
人
が
増
え

る
に
つ
れ
、
日
本
で
も
家
族
移
民
の
比
重
は
上

昇
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
を
予
想
し
、

家
族
移
民
受
入
れ
の
環
境
整
備
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
難
民
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
年
九
月
に
第
三
国
定
住
難
民
の
受
入

れ
を
開
始
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
今
後
と
も

着
実
に
そ
の
体
制
を
強
化
す
べ
き
で
す
。

日
本
戦
略
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長

衆
議
院
議
員
（
み
ん
な
の
党
）

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
教
授

国
際
学
生
交
流
会
館
理
事
長

国
士
舘
大
学
教
授

元
駐
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使

世
界
経
済
調
査
会
監
査
役

元
衆
議
院
議
員

明
治
大
学
教
授

三
友
シ
ス
テ
ム
ア
プ
レ
イ
ザ
ル
社
長

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

日
本
大
学
名
誉
教
授

異
文
化
研
究
所
代
表

元
駐
南
ア
フ
リ
カ
大
使

評
論
家

前
大
垣
女
子
短
期
大
学
教
授

ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
・
ニ
フ
コ
Ｇ.

会
長

文
化
女
子
大
学
教
授

中
央
大
学
教
授

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
研
究
所
長

ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ズ
代
表

全
国
中
小
企
業
情
報
化
促
進
セ
ン
タ
ー
参
与

元
Ｅ
Ｕ
代
表
部
大
使

安
全
保
障
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

元
三
菱
化
学
顧
問

山
梨
県
立
大
学
教
授

日
本
戦
略
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
理
事
長

日
本
大
学
名
誉
教
授

東
洋
学
園
大
学
准
教
授

平
和
・
安
全
保
障
研
究
所
評
議
員

専
修
大
学
教
授

評
論
家

元
駐
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使

航
空
評
論
家

拓
殖
大
学
副
学
長

千
葉
商
科
大
学
学
長

前
日
本
国
連
協
会
理
事

筑
波
大
学
名
誉
教
授

前
衆
議
院
議
員

国
際
教
養
大
学
教
授

前
学
習
院
大
学
特
別
客
員
教
授

元
国
際
基
督
教
大
学
教
授

東
京
大
学
教
授

杏
林
大
学
名
誉
教
授

元
駐
カ
ナ
ダ
大
使

久
留
米
大
学
教
授

京
都
産
業
大
学
世
界
問
題
研
究
所
長

日
本
紛
争
予
防
セ
ン
タ
ー
理
事
長

早
稲
田
大
学
教
授

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
顧
問

京
都
大
学
教
授

並
木
書
房
会
長

評
論
家

青
山
学
院
大
学
教
授

元
駐
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
使

日
韓
協
力
委
員
会
副
理
事
長

国
際
経
済
交
流
財
団
会
長

世
界
開
発
協
力
機
構
総
裁

衆
議
院
議
員（
た
ち
あ
が
れ
日
本
）

前
参
議
院
議
員

成
蹊
大
学
名
誉
教
授

ユ
ー
ラ
シ
ア
21
研
究
所
理
事
長

前
衆
議
院
議
員

ユ
ー
ラ
シ
ア
21
研
究
所
研
究
員

東
京
大
学
教
授

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

元
駐
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
大
使

元
東
京
三
菱
銀
行
参
与

外
交
評
論
家

初
代
内
閣
広
報
官

元
駐
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
大
使

前
天
理
教
名
古
屋
大
協
会
会
長

拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
長

立
命
館
大
学
教
授

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
任
研
究
員

一
橋
大
学
名
誉
教
授

政
治
評
論
家

元
駐
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使

大
阪
経
済
法
科
大
学
客
員
教
授

元
参
議
院
議
員

拓
殖
大
学
学
長

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
任
研
究
員

以
上
署
名
者
八
十
七
名

（
五
十
音
順
）


